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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．環境経営目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

３ ．具体的な取り組みとして次のことを推進します。

①二酸化炭素排出量の削除に取り組みます。

②産業廃棄物の削減に取り組みます。

③水使用量の削減に取り組みます。

④化学物質使用量の削減に取り組みます。

⑤環境に配慮した製品の生産に取り組みます。

４ ．全従業員にこの環境経営方針を周知します。
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改定日： 2022年10月1日

代表取締役社長 柏本聡之

制定日： 2006年5月1日

大正１４年の創業以来、時代も物を包む形も変わりましたが、私たちはずっとお客様の大切な商
品を守り、物流の一端を担ってまいりました。
お客様に満足していただける仕事をするのはもちろんのこと、一つの仕事が始まって完成するま
で、様々な人の手を経ていきますから、私たちはコミュニケーションをとても大切に考えていま
す。
一人ひとりが自分の仕事に真剣に取り組み、一緒に働く仲間とともに日々成長する努力を続けて
います。そうして仕事を通じて得る様々な経験を糧に、国家、社会に奉仕貢献します。

環 境 経 営 方 針

われわれは、ダンボールケース製造業務を通じて、全従業員が職場で地球環境保全に
継続的に取り組み、自然環境との共生・調和を目指し、社会と地域に対する責任を果
たす。



（１） 名称及び代表者名
株式会社柏木商会
代表取締役社長　柏本　聡之

（２） 所在地
本　　　社 大阪府豊中市利倉東1丁目14番30号
東京営業所 東京都港区三田3丁目4番5号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製造部長　 長原　成光　　 TEL：06－6863－6621

担当者 FAX：06－6864－6617

（４） 事業内容

ダンボールケースの製造及び販売

（５） 事業の規模

売上高 6 億円/年 （2022年10月～2023年9月）

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

※東京営業所は環境負荷が少なく毎月の電力使用量のお知らせを確認し本社で管理（節電）している。

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社柏木商会

対象事業所： 本社・工場、東京営業所

活　　　動： ダンボールケースの製造及び販売

□沿革

1926年　大阪市淀川区十三に包装資材販売会社　柏木商店を創業。

1953年　称号を株式会社柏木商会に改称。

1959年　大阪市淀川区新北野に新工場新設。

1964年　事業拡張に伴い、同府豊中市利倉に新工場及び営業所を建設。

1969年　事業拡張に伴い、豊中工場の一部及び、事務所を増設。

1995年　東京都港区に東京営業所を開設。

2000年　ISO9001を取得。

2006年　エコアクション２１を取得。

2020年　FSC森林認証制度を取得。
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組 織 の 概 要

同上

本　　　社 東京営業所 合計

11 無人 11名

2,160 20



□事業の紹介

リサイクル可能なダンボール。
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環境問題への動きは、企業の商品パッケージにおおきな変革をもたら
し、リサイクル可能な素材が、最近注目されるようになりました。
ダンボールは、昔からリサイクルシステムが整っていて、回収率は90％
を超えています。
また、ダンボールは生分解をもった天然素材(パルプ）で製造されていま
すので、万一捨てられても土中で分解され土に戻ります。
このように地球環境に優しいダンボールは、時代を求められている素材
として、これからの産業界・物流の主役と言えるでしょう。

ダンボールは「丈夫」「軽くて」「安い」素材です。
軽量ながら、外部の衝撃から中のものを守る緩衝性があり、機密性
もあるので、大切な商品を安全に保護して輸送することができま
す。
また、内容物に見合ったサイズで簡単に作れますので包装コストが
抑えられ使用前は折畳めますので保管場所の削減にも図れます。

様々なダンボール製品が誕生しています。

ダンボールの利用による様々なコストダウンが可能です

家具や簡易トイレ、緊急避難施設まで。
ダンボールは「丈夫」「軽くて」「安い」素材特性を利用して、実に
様々なダンボール製品が誕生しています。
身近にある色々な商品を「リサイクル可能なダンボールで造ってみる」
という発想が必要な時代になってきました。
ダンボール活用例：家具、簡易トイレ、遊具、輸送パレット、緊急避難
所用仕切りユニットなど。

ダンボールケースの製造及び販売



代表者

環境管理 責任者

最高責任者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実績に必要な人、設備、費用、技術者を準備する。

・環境管理責任者の任命。

・代表者による課題とチャンスの作成、定期見直し。

・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知。

・環境目標・環境経営計画書を承認。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境経営レポートの承認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境関連法規等の取りまとめ表を作成、承認。

・環境経営目標・環境経営計画書を作成、確認。

・環境経営の取り組み結果を代表者へ報告。

・環境経営レポートの作成、確認、公開。

・環境委員会のとりまとめ。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境経営活動の実績集計。

・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・各部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

環境委員会 ・環境経営計画の審議

・環境経営活動実績の確認・評価

・問題点の発見と是正及び予防処置の実施・報告。

・代表者も参画。

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。
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環境経営組織及び役割・責任・権限

社長 柏本

作成者

作成日

更新日 2019年9月2日

環境管理責任者

2006年5月1日

長原

環境委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役割・責任・権限

製造部

部署長

営業部

部署長

総務部

部署長

全従業員



単位

kg-CO2

kg

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

2023年度は、環境経営目標値と実績値を「生産枚数」当たりの数値で取り組みます。

※削減率＝原単位の（実績÷基準値）×100％

✕

✕

〇

〇

✕

〇

〇

〇

〇
✕

〇
✕

〇

※2022年の電力の二酸化炭素排出係数は目標設定のため0.351kg‐CO₂/kWhで計算しています。
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18.8

0.0099

94% 98%

20.1

0.0103

51%

全生産品点数

環境配慮品点数

比率（％）

（達成率）

6,192

3,096

50%

6,192

4,416

71%

143%

ロス段ボールの削減 ロス枚数（千枚）（E）

原単位（E/B）

基準年度比

20.5

0.0105

（削減率）

20.3

0.0104

99%

主な環境負荷の実績

項　目 2021年 2022年 2023年

二酸化炭素総排出量 57,418 55,374 46,960

廃棄物排出量 43,139 39,645 31,896

水使用量 150 153 143

0.418 0.418 0.351

2,492

（基準年) （目標） （実績） （目標）

環境経営目標及びその実績

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2022年 2023年

評
価

2024年

1,899 1,946生産数量（千枚数）（原単位の分母）（B） 1,946

2025年

（目標）

1,946

原単位（A/B） 21.3 21.1 21.9 20.9

電力による二酸化炭素
の排出量の削減

kg-CO2（A） 41,452 41,038 41,627 40,623

基準年度比 （削減率） 99% 103% 98%

自動車の二酸化炭素排
出量の削減

kg-CO2（C） 6,011 5,951 5,333 5,891

基準年度比 （削減率） 99% 98%91%

3.06 2.8原単位（C/B） 3.1 3.03

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2（D） 47,463 46,989 46,514

原単位（D/B） 24.1 24.7 23.9

基準年度比 （削減率） 99% 101% 98%

46,960

24.4

産業廃棄物の削減
汚泥（インク洗浄時の
処理カス）

kg（F) 1,662 1,645 1,510 1,629

原単位（F/B） 0.85 0.85 0.80 0.84

基準年度比 （削減率） 99% 93% 98%

水の削減 ㎥ 153 151 143 150

基準年度比 （削減率） 99% 93% 98%

98%

環境に配慮した製品の
販売促進
（比率＝環境配慮製品÷全

生産品数）

化学物質使用量の削減 ｇ 10,500 10,395 10,200 10,290

基準年度比 （削減率） 99% 97%

全生産品点数

環境配慮品点数

6,192

3,130

原単位（kg‐CO₂/千枚数）

97%

1,612

0.82

97%

148

5,831

3.00

97%

46,039

23.7

97%

19.9

0.0102

97%

40,208

20.7

97%

10,185

97%

6,192

3,190

52%



数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

9月
2022年

2023年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2022年

2023年

8

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

原単位目標 × 今年度より二酸化炭素の排出係数の変更を踏まえた
節電対策方法を各部署に伝達が不十分であったこと
で回復の処置が遅れたのが原因。

次年度：朝礼、掲示、会議を活用し、より密な報告を
　　　　　行う。

・工場内及び全倉庫内の最大消費電力の削減。 ×

10月 11月 12月
2,538 3,237 3,759
3,428 3,618 3,901

604 413 522 348

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月 12月

数値目標 〇 Dチェックシートの活用でドライバーの削減意識が上
がっているが、一方でマンネリ化されていないか又、
削減目標活きずまりが懸念される。
次年度：現状を検証し新たな活動目標を検討する。

・ドライバーの現状あったエコドライブ
　チェックシートの活用を徹底。 ○

290 518 546 323 687
659 457 513 232 290 490 383 443 550

1月
3,506
3,154

2月
4,011
4,058

3月 4月
3,898
3,781

5月
2,702
2,802

6月
3,482
3,616

3,821
3,594

1月 5月 9月

3,469
3,191

2月 3月 7月6月4月
368
464

7月
3,708
3,471

8月

8月
820
550

578
299

3,321
3,013

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力CO₂（kg‐CO₂） 2022年 2023年

0

200

400

600

800

1,000

10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

自動車燃料のCO2（kg‐CO₂） 2022年 2023年



ロス段ボールの削減

2022年

2023年

産業廃棄物（インク処理カス）の削減

2022年

2023年

水の削減

2022年

2023年
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●2023年度より産業廃棄物（インク処理カス）は
　年一回（3月）の回収でその間廃棄物の乾燥
　に勤め排出量のを減らすことに努めている。

・印刷機械メンテナンスによるインク回収ロス
を減らす

△

1.9 1.7 2.8 1.6 1.2 1.9 1.9
１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

達成状況

1.7 1.6 1.6
1.8 1.9 1.4

10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1.3 1.2 2.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.5 1.5

・生産ロス削減。

10月 11月 12月 7月

9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

回収月
1,662

12
10月 11月 12月

数値目標 〇 夏場の屋根のスプリンクラーの不調で今期は使用
せず最小の水の使用量で抑えられた。
次年度は水の削減数値目標にいきずまりを感じ
新たな活動計画の検討を考えなければならない。

・夏場の節水を朝礼で呼びかける。

・夏場のスプリンクラーの稼働を削減し節水
　を行う ○

12 13
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇 主力の製造機械の修繕工事を行い、ロスの削減につ
ながった。

次年度：設備点検を定期的に実施し、目標達成に
　　　　　向けて活動を継続実施する。

・製造機械の改修工事計画の実施。
　段ボールケース結合部の精度向上させる
　個所の改修工事（スロッタ・罫線・送り）

○

9月

11 12

1.7 1.7

8月

数値目標 〇 小ロットで多彩な印刷色を使用した製品の増加でイン
キ回収数の増加が懸念され、インク洗浄が増加し
インクカスも増えると予想される。
来期もインクカスの増加を注意し継続して活動計画
を進めていく。

13
12 13 12 13 11 12

13 11 11
13 15 15

1,510

9月

11 1211 12 13 13

8月

6月

0

10

20

10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水（㎥） 2022年 2023年

0.0

1.0

2.0

3.0

10月 11月 12月１月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ロス段ボール（千枚） 2022年 2023年

0

1,000

2,000

10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（kg） 2022年 2023年



化学物質使用量の削減

2022年

2023年

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

10月 11月 12月
1,200 1,500 600

1,500 900 1,200

1月 2月 3月 4月 5月

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（インク粕）、産業廃棄物管理票交付等状況報告

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

○

600 900 600 1,200 600 600 600 600

環境管理、品質管理　

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・リュース可能製品の販売促進 〇 リサイクルマーク印刷付き段ボールの販売促進に積

極的に取組み又、FSC認証を受けた材料の段ボール
ケースが全製造件数の10％近くまで増加している。

・リサイクルマーク印刷付き段ボールの販売促進 〇

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

資源有効利用促進法 パソコン１０台

エアコン２台・エアードライヤー３台、簡易点検（１回/４四半期）、
定期点検（１回/３年）、記録の保管

フロン排出抑制法

空気圧縮機、印刷機

自動車リサイクル法 商用車3台

消防法
指定可燃物貯蔵場：段ボールシート・段ボールケース

消防用設備等関連報告：消火器・動力消防ポンプ設備・自動火災報知設備

なお、過去３年間に、関係当局より違反等の指摘はありませんでした。
また訴訟等もありませんでした。

遵守確認年月日：2023年9月11日

環境管理責任者：長原成光

騒音規制法 空気圧縮機、印刷機

振動規制法

家電リサイクル法 パソコン２台・テレビ１台・冷蔵庫２台

顧客要求事項

数値目標 〇 インクの使用量削減のため生産工程を工夫しインク
回収、洗浄のタイミングを配慮して削減に務めたこと
で目標を達成できた。

次年度：目標達成に向けて継続して実施。

600 1,200 1,200 1,200 600 600 300 300 1,200

・生産ロス発生管理表を用いて生産ロスを
　削減しインクの使用量を削減する。
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

・2014年太陽光発電導入

・工場内LED照明の導入。

・生産工程から排出される段ボールくずや不要な段ボールは全て回収され、機械によって圧縮された後、原紙
　メーカーに送られリサイクルされます。
　段ボールのリサイクルを推進することは、木材資源の有効利用や省エネルギー、ゴミの削減などにも大きく役
　立つことで、限りある資源を可能な限り再利用することで、自然環境にやさしい「循環型社会経済」を推進す
　る活動を行っています。
・地域活動で地域消防活動協力工場として任命を受ける中、隣接する工場の消化活動に出動し、初期消火に
　て活動した。
・2023年4月にFSC森林認証制度の3年目となる継続審査の承認を受け、今後も継続的に、環境経営に取り
　入れ、顧客・地域のステークホルダーに対して、可能な限りの努力を継続します。

・コンプレッサーの排熱利用し、工場内温度、インク粕の乾燥に使用。

・なにわ淀川花火大会に段ボール製ゴミ箱の提供。

代表者による全体の評価と見直し・指示

今年度は電力CO₂の排出量が１年を通して未達成であったことで「報告、連絡、相談」が十分でなかったことが
今後の環境活動の問題点であり、この問題を解決することで、目標達成につなげます。

本年度においても、原材料などの多くの仕入れ商品が価格上昇の圧力をうけてます。
最小限に抑える為に、環境目標に向けた活動を継続し、より効果的な戦略を採用しまた、環境への配慮とコス
ト効率の両面で取り組むように心がけます。
環境活動の成功には、社員全員の協力が不可欠です。共に持続可能な未来を築くために、社員一丸となり、
環境活動を支持し、発展させましょう。

今年度、３年目となるFSC認証の適応製品が増えつつあり、他の段ボール製品と差別化を図れる製品であり、生
産拡大を進めていきます。

これまでの環境活動の紹介
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